
運動処方アプリ 
カルファ 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲機械を使った強度検査の様子

▲抵抗はレバーアームの長さに応じて変わります。
そのため5cm刻みでトルク検定が行われ、トルク変
化が急激なものは不合格となります。

標準カラー
 レッド  ロイヤルブルー

オプションカラー
 ブラック  グリーン
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足元をすっきりさせ、移乗に優しい
把手を配置。安全と自立支援を両
立したウォークイン構造です。

他動的なサポートや足関節支持、
膝関節のアライメント修正など適
切なポジションにて行うことが可能
です。

座面へ移乗がしやすいよう、一時
的に左右のアームをオープン状態
で固 定できます。座 面 下 部 のカ
バーは、利用者の手足や衣服など
の巻き込みを防ぎます。

大腿ベルトとパッド、下腿ベルト装
備で運動時の安定性を高めると同
時に、大腿筋膜脹筋による代償
運動を防ぎます。（大腿骨の外旋
を抑制）

指導者が対面することで利用者に
安心感を与え、前方への重心移
動を促します。

高さに加え前後方向にも調節可能
なシートで、より正確な軸位置の
設定を実現。さらに安定した姿勢
をつくるフットプレートを追加しまし
た。

肩関節の構造に合わせ、頭上に運
動軸を設定。胸郭の動きを無理なく
引き出します。

利用者から死角になる後方からの侵
入を防ぐためフルカバーを装備しまし
た。

Chest Press
COP-1101Z
チェストプレス
身体を支える動作、肩関節・胸郭の可動性と安定性の改善に
W1310×D1350×H1988mm　285kg（本体質量）　50kg（ウェイト質量）

関節の動き
肩関節屈曲・肩甲骨外転・肘関節伸展
使用される筋肉
三角筋前部・前鋸筋・上腕三頭筋・大胸筋
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　　　　 　　 　　　 コンパス　プレクサーシリーズ
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Compact Leg Press
COP-1201C
コンパクト レッグプレス

W1680×D1050×H1510mm　 280kg（本体質量）　60kg（ウェイト質量）

関節の動き
膝関節伸展・股関節伸展・足関節底屈
使用される筋肉
大腿四頭筋・ハムストリングス・
腓腹筋・ヒラメ筋

Compact Torso Flexion
COP-1307C
コンパクト トーソFLEX

W1210×D965×H1210mm
175kg（本体質量）　30kg（ウェイト質量）

動きのイメージ
体幹屈曲
使用される筋肉
腹筋群

Compact Hip Abduction
COP-1204C
コンパクト ヒップAB

W1075×D995×H1275mm
150kg（本体質量）　30kg（ウェイト質量）

関節の動き
股関節外転
使用される筋肉
殿筋群（中殿筋）

Compact Chest Press
COP-1101C
コンパクト チェストプレス

W1250×D1170×H1860mm
175kg（本体質量）　30kg（ウェイト質量）

関節の動き
肩関節屈曲・肩甲骨外転・肘関節伸展
使用される筋肉
三角筋前部・前鋸筋・上腕三頭筋・大胸筋

Compact Rowing MF
COP-1104C
コンパクト ローイングMF

W1170×D715×H1825mm
160kg（本体質量）　30kg（ウェイト質量）

関節の動き
肩甲骨内転・肩関節伸展・肘関節屈曲
使用される筋肉
僧帽筋中部・広背筋・三角筋後部

Compact Leg Extension
COP-1202C
コンパクト レッグEXT

W1150×D1040×H1490mm
180kg（本体質量）　30kg（ウェイト質量）

関節の動き
膝関節伸展
使用される筋肉
大腿四頭筋

 　　　 コンパス　コンパクトシリーズ
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カルファコントロール カルファポイント
Cloud

❶ トレーニング負荷量の提案

❷ 日常の適切な運動量を提案

❸ 転倒リスクを予測

 　　　 コンパストレーニングマシン用運動処方AIアプリ　カルファ

今まではマシントレーニングでのトレーニングに関する記録は、紙（アナログ）の情報で管理されていました。カルファを活用することで、全データがデ
ジタル情報として管理することができます。マシントレーニング以外の機能訓練の内容も同じアプリに記録することが可能なため、管理・運用の時間
が大幅に削減でき業務の効率化が実現できます。
記録されたデータは、ご利用者へのフィードバックにも役立てられ、ご利用者のモチベーション向上につながります。また、ご利用者のご家族やケア
マネージャーにも簡単に情報共有が可能なため、施設価値向上にもつながります。

カルファが業務時間の削減と、ご利用者へのフィードバックを可能にします。

スタッフ
評価

自己
評価

10 11



　　　　

❶ トレーニング負荷量の提案

❷ 日常の適切な運動量（時間）を提案（C-Score）

❸ 転倒リスク予測

5mを何秒で歩けるかを表す。
3.85秒より速いと良い。

速度
歩行のテンポのばらつきを表
す。5％未満が安定した歩行。

リズム

頭と体の左右への揺れの大き
さを表す。なしまたは小がバラ
ンスの取れた歩行。

ふらつき
左右の足で支える時間の割
合を表す。左右とも50％に近
いほど良い歩行。

左右差

５秒以上
横断歩道を渡りきるのは難しい速度。
屋外での転倒に注意が必要。
12.5秒以上
筋力低下している状態。
屋内でも転倒に注意が必要。

ばらつき度9.5％以上
歩行時のつまづきに注意が必要。

ばらつき度20％以上
常に転倒に注意が必要。

中
頭もしくは体にふらつきがあり、方向転換
や屋外を歩くとき転倒に注意が必要。
大
頭が左右に大きくふらつき、屋内で
も転倒に注意が必要。

どちらかの足が35％未満
その足でうまく体を支えられていない
状態。痛みを抱えている可能性もあ
り、注意が必要。

 　　　 コンパストレーニングマシン用運動処方AIアプリ　カルファ
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活動力の評価項目の例
身長・体重測定
開眼片足立ち
ファンクショナルリーチ
Timed Up & Go テスト
6分間歩行（6MD）
長座体前屈
握力測定

：基本的な身体測定を行います。
：静的なバランス能力の評価を行います。
：動的なバランス能力の評価を行います。
：総合的な移動能力の評価を行います。
：持久力の評価を行います。
：体幹の柔軟性の評価を行います。
：握力計を用いて握力の測定を行います。

開眼片足立ち

ファンクショナルリーチ

Timed Up & Go

6分間歩行

体前屈

握力など

認知症スケール

パーキンソン病

腰痛・腰痛スコア

その他

ADL・IADL

日常生活自立度

要介護度

健康感

QOLなど

アセスメント プログラム作成　実践　アセスメント　次の目標設定へ。
その達成をトータルにサポートいたします。

▶ ▶ ▶ ▶

Power Rehabil itation

生活機能の向上をめざす、SAKAImedのソリューション

成果に導く方法論
パワーリハ理論

正しい指導と運営
サポートプログラム

安全なトレーニング環境
コンパストレーニングマシン

健康 虚弱 要介護

パワーリハビリテーションの適用範囲

非該当   要支援   1   2 要介護   1    2    3    4    5

介護予防 自立回復 介護軽減
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